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、
篭

ファイト！！

　　　　チームのために
　　　　　　　　一6月15日　川西中学校体育館一
　　　　郡市中学校バレーボール選手権大会で．
　　　みごと優勝した川中バレーボール部。

　　　　7月中旬の中越大会に向けて、白球を
　　　追う選手たちは、「チームプレーに徹した
　　　い」と語っていました。

　　　　　　（同部の応援旗「執着心」の前で〉

㈱

墜　　　　　　．r　『燭

鷺一灘嫌

蝋

鞭

羅臓響　　　、灘灘懸

圃休日救急医

7月17日大坪医院（四日町）奮57＿6100

24日中条病院（中条）台57－3018

31日富田医院（神明町）奮52－3269

8月7日大島医院（川原町）費52－2957
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口

告報

　
撫
翔
轟
藩
一
醤
灘
墾
｝
辛
遜
圓
馨
襟
照
園
閲
の
会
期
懸
．
第
鐘
園
騨
議

嚢
定
例
套
撚
開
懸
燕
糞
縷
羅
。

　
簸
義
の
議
員
麓
諜
癒
一
般
質
闘
の
講
叢
．
柴
例
の
新
殼
攣
補
霊
鎌
算
．

保
鍵
盤
鎌
蓼
ー
・
活
盤
穂
懸
鎌
灘
ー
の
建
設
霊
事
講
叢
黎
絢
の
変
璽
鞭
．

監
査
萎
員
の
選
犠
糠
灘
離
審
議
慧
鷺
．
騰
ず
義
慈
原
簗
馨
お
難
羅
淡
禦
認

懸
嚢
諜
墜
捲
。

　
鐵
蘂
．
灘
鰺
概
要
巻
報
警
懲
糞
鱗
。

，
農
業
共
済
組
合
の
合
併
問
題

　
戸
　
田
　
哲
　
次
議
員

　
農
業
共
済
組
合
の
合
併
問
題
に
つ

い
て
、

①
合
併
の
目
的
は
何
か
。

②
合
併
は
、
町
や
農
家
に
と
っ
て
価

値
あ
る
こ
と
な
の
か
。
マ
イ
ナ
ス
面

は
生
じ
な
い
か
。

③
六
十
二
年
四
月
合
併
に
参
加
し
な

か
っ
た
理
由
は
。

④
職
員
の
身
分
関
係
は
。

⑤
事
務
所
建
設
の
費
用
負
担
な
ど
は
。

　
南
　
　
雲
　
町
　
長

①
共
済
事
業
の
主
流
は
水
稲
で
あ
る
。

転
作
強
化
の
影
響
に
ょ
り
、
引
受
面

積
は
五
十
年
に
比
べ
約
一
割
減
少
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
共
済
源
資
の

減
少
、
事
業
の
多
角
化
、
財
政
の
悪

化
と
い
う
状
況
下
に
あ
っ
て
、
経
費

の
節
減
と
能
率
向
上
に
よ
る
効
率
運

営
を
図
る
意
味
か
ら
、
合
併
は
当
面

の
急
務
で
あ
る
。

②
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
①
事

業
基
盤
の
強
化
。
執
行
体
制
の
充

実
。
③
共
通
経
費
の
節
減
に
よ
り
、

事
業
収
支
の
安
定
と
、
農
家
サ
ー
ビ

　
灘譲
騨
橘
離
難
鐸
講
糠

　
　
ス
の
強
化
。

　
　
　
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
①
町
の

　
　
経
営
か
ら
組
合
に
変
わ
る
こ
と
に
よ

　
　
る
経
費
の
増
加
。
　
（
た
と
え
ば
議
決

　
　
手
続
き
な
ど
）
②
現
行
で
は
、
行
政

　
　
の
一
部
で
あ
り
、
職
員
経
費
な
ど
は

　
　
役
場
行
政
と
相
互
融
通
性
が
あ
る
が
、

　
　
組
合
経
営
で
は
、
柔
軟
性
が
な
い
。

　
　
③
予
定
さ
れ
て
い
る
組
合
事
務
所
は

　
　
十
日
町
市
内
で
あ
り
、
町
内
か
ら
の

　
　
購
買
の
減
少
。
④
農
家
が
負
担
す
る

　
　
賦
課
金
の
割
合
が
町
村
営
に
比
べ
て

㊥
　
割
高
で
あ
る
。

㊤
③
組
合
経
営
に
比
較
し
て
、
町
村
側

え
　
は
人
的
に
も
財
政
的
に
も
、
ま
た
仕

植田
　
事
の
内
容
面
で
も
追
い
詰
め
ら
れ
た

⑳
実
態
認
識
が
な
か
っ
た
．
ま
た
、
合

付
併
の
条
件
な
ど
が
、
か
な
り
組
合
に

一タ
　
有
利
で
あ
っ
た
た
め
、
ま
だ
ま
だ
そ

ン
　
の
段
階
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
た
。

セス
　
こ
の
点
で
は
、
中
里
村
と
も
認
識
が

イ
　
一
致
し
て
い
た
。

ラ

三
人
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
町
職
員

に
対
し
て
、
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
農
業

共
済
事
業
に
勤
め
て
み
た
い
と
い
う

職
員
を
優
先
的
に
振
り
向
け
た
い
と

考
え
る
。

⑤
用
地
は
十
日
町
市
が
郡
市
の
中
心

的
な
土
市
付
近
に
提
供
し
て
く
れ
る
。

町
の
負
担
は
一
切
な
い
。
問
題
は
六

十
四
年
度
に
建
設
さ
れ
る
建
物
だ
。

費
用
の
負
担
は
、
補
助
金
を
見
込
め

る
が
全
額
で
は
な
く
、
ま
だ
負
担
区

分
は
決
定
し
て
い
な
い
が
、
ま
っ
た

く
負
担
な
し
で
は
す
ま
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
新
組

合
の
運
営
に
は
役
職
員
が
一
致
し
た

考
え
の
も
と
に
、
農
家
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
防
ぎ
、
農
業
振
興
の
た
め
に
、

立
派
な
組
合
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

北
越
北
線
の
関
連
道
路
整
備

　
平
　
野
　
正
　
義
議
員

①
去
年
十
二
月
定
例
議
会
で
議
決
さ

れ
た
第
四
次
町
総
合
開
発
計
画
基
本

構
想
の
中
で
、
　
「
関
越
・
北
陸
自
動

車
道
と
上
越
新
幹
線
へ
の
連
絡
道
路

の
整
備
促
進
を
め
ざ
す
」
と
な
っ
て

い
る
が
、
北
越
北
線
と
の
関
連
性
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
が
。

②
町
の
リ
ゾ
ー
ト
構
想
の
具
体
策
と

観
光
開
発
の
関
係
は
。

南
　
　
雲
　
町
　
長

①
北
越
北
線
を
、
町
の
高
速
交
通
化

の
た
め
に
役
立
て
る
に
は
、
本
線
や

新
幹
線
に
う
ま
く
連
結
さ
せ
る
と
い

う
大
き
な
課
題
が
あ
る
。
駅
舎
や
路

線
は
直
接
、
町
に
関
係
な
く
と
も
、

こ
の
鉄
道
の
運
営
し
だ
い
で
は
、
町

鉄橋の下流50mに建設が進む新しい橋（6．21）

に
与
え
る
影
響
は
大
き
な
も
の
と
期

待
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
国
道
4

0
4
号
の
改
良
促
進
で
あ
る
と
思
う
。

②
県
で
は
、
町
を
含
む
魚
沼
三
郡
と

東
頚
城
の
一
部
を
総
合
保
養
地
域
整

備
法
に
基
づ
く
特
定
地
域
と
し
て
、
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国
か
ら
指
定
を
受
け
る
よ
う
申
請
中

で
あ
る
。
町
は
特
定
地
域
に
は
含
ま

れ
て
い
る
が
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
進

出
や
具
体
的
な
計
画
は
な
い
状
況
だ
。

　
町
の
リ
ゾ
ー
ト
の
現
状
は
、
去
年

十
月
に
策
定
し
た
「
ふ
れ
あ
い
リ
ゾ

ー
ト
川
西
構
想
」
を
県
関
係
や
内
外

の
業
者
に
示
し
、
P
R
し
て
い
る
。

同
構
想
を
掘
り
下
げ
て
検
討
す
る
た

め
十
五
人
か
ら
な
る
町
リ
ゾ
ー
ト
推

進
協
議
会
を
四
月
に
設
立
し
た
。
す

で
に
先
進
地
視
察
な
ど
の
活
動
を
開

始
し
て
い
る
。
リ
ゾ
ー
ト
は
観
光
も

含
ま
れ
る
が
、
従
来
の
温
泉
旅
行
的

で
は
な
く
、
町
に
も
リ
ゾ
ー
ト
の
可

能
性
は
ひ
そ
ん
で
い
る
と
思
う
。
基

本
的
に
は
推
進
協
議
会
の
検
討
を
経

て
進
め
た
い
。
し
か
し
、
町
に
は
造

林
や
農
地
開
発
な
ど
を
実
施
し
た
地

域
が
多
く
、
集
客
力
と
企
業
性
を
考

え
る
と
、
必
ず
し
も
ス
ム
ー
ス
と
は

思
わ
れ
な
い
。

町
独
自
の
大
学
奨
学
金
制
度
創
設

田
　
ロ
　
直
　
人
議
員

①
去
年
秋
、
商
工
会
青
年
部
と
岩
手

県
江
釣
子
（
え
ず
り
こ
）
村
を
視
察

し
た
。
そ
こ
に
は
、
敷
地
三
ヘ
ク
タ

ー
ル
店
舗
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
一
千

繕　難
　轟繍

　養脳鱗

釧
②
町
独
自
の
奨
学
金
制
度
を
設
け
、

（　
　
大
学
進
学
を
奨
励
で
き
な
い
か
。
そ

式業
　
し
て
、
大
卒
者
が
町
に
と
ど
ま
る
た

樽
め
に
、
＋
年
以
上
居
住
か
勤
務
す
る

学
者
に
は
返
済
を
免
除
す
る
よ
う
な
制

中
　
　
　
　
　
　
。

西
度
は
ど
う
か

刎春
　
南
　
　
雲
　
町
　
長

今 勾

台
収
容
の
駐
車
場
を
備
え
、
従
業
員

四
〇
〇
人
と
い
う
大
型
の
共
同
店
舗

が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
行
政
が
全
面
に
出

て
商
業
対
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、
「
街
づ
く
り
会
社
」

と
で
も
呼
ぶ
第
三
セ
ク
タ
ー
施
設
を

つ
く
り
、
商
店
街
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

施
設
整
備
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

①
第
一
ニ
セ
ク
タ
ー
方
式
は
中
小
企
業

庁
が
提
唱
し
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
i
施
設
の
充
実
に
よ
り
商
店
街
の

活
性
化
を
図
る
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。
ご
提
案
に
は
異
存
は
な
い
が
、

商
業
者
の
意
向
が
ど
う
な
の
か
、
見

極
め
が
可
能
に
な
る
時
期
の
一
刻
も

早
い
こ
と
を
念
願
す
る
。

　
　
い
ま
町
が
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、

商
店
街
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
の
整

備
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
商
店
そ
の

も
の
が
い
か
に
す
べ
き
な
の
か
ど
う

か
。
若
手
の
商
店
経
営
者
の
意
欲
が

早
急
に
結
集
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

た
い
。

②
近
隣
市
町
村
で
は
奨
学
金
制
度
を

実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
、
町
と
し

て
は
、
現
段
階
で
は
慎
重
に
検
討
を

進
め
た
い
と
思
う
。
本
年
の
川
西
高

校
卒
業
生
百
六
十
六
人
の
内
、
町
内

の
居
住
者
は
五
人
で
あ
る
。
地
元
に

就
職
で
き
る
受
け
皿
に
乏
し
い
現
状

か
ら
、
奨
学
金
よ
り
も
交
通
事
情
の

改
善
や
、
企
業
誘
致
な
ど
の
環
境
改

善
に
一
層
の
力
を
注
が
ね
ば
と
、
強

く
反
省
し
て
い
る
。

　
　
　
　
（
以
上
質
問
順
に
掲
載
）

新
設
さ
れ
た
「
ブ
ナ
の
家
」
条
例

旧
高
倉
小
学
校
に
建
設
し
て
い
る

監
査
委
員
に
和
久
井
さ
ん
を
選
出

　
六
月
三
十
日
で
任
期
満
了
と
な
る
、

清
水
信
一
さ
ん
（
中
屋
敷
）
の
後
任

に
、
和
久
井
工
（
た
く
み
）
さ
ん
が

議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

主
な
経
歴

住
　
　
所

　
木
落
一
三
六
一
番
地
二

生
年
月
日

　
昭
和
二
十
五
年
五
月
五
日
生
ま
れ

　
（
三
十
八
歳
）

職
　
　
業
税
理
士

最
終
学
歴

　
昭
和
四
十
六
年
三
月
富
士
短
期
大

　
学
卒
業

職
　
　
歴

　
妬
・
4
　
　
渡
辺
会
計
事
務
所

　
（
東
京
都
）
勤
務

　
4
9
・
8
　
　
（
株
）
こ
し
む
ら

施
設
の
、
管
理
方
法
な
ど
を
定
め
た

条
例
で
す
。
全
天
候
型
の
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
ニ
面
は
、
七
月
中
旬
に
完
成
し

ま
す
。

工事中のテニスコート（6．20）

　
（
＋
日
町
）
勤
務

　
51
．
4
　
　
町
内
に
税
理
事
務
所

　
を
開
業

　
5
7
・
8
　
　
事
務
所
を
十
日
町
市

　
に
移
転
し
現
在
に
至
る

そ
の
他
歴

　
　
昭
和
六
十
一
年
一
月
社
団
法
人

　
十
日
町
青
年
会
議
所
第
一
二
十
代
理

　
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
監
査
委
員
の
定

監
嚢
嚢
薫
ー

　
　
　
　
　
　
　
数
は
町
の
条
例
で
、

二
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
長
が
議

会
の
同
意
を
得
て
、
財
務
管
理
な
ど

専
門
の
知
識
経
験
者
と
、
議
員
か
ら

各
一
人
を
選
任
し
ま
す
。
任
期
は
四

年
で
、
町
の
会
計
状
況
を
定
期
的
に

監
査
し
、
町
長
や
議
会
に
報
告
し
ま

す
。
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明治45年と大正元年

に生まれた77人

6月14日

松葉荘

　
　
灘
灘
灘
欝
，

　
　
灘
縷
織
灘

　
　
懇
灘
灘
灘
職

、
雛
　
霧
灘

　
　
　
　
　
讐

福顯圃灘懸灘
繊灘灘

難魍

認

麟

露
議
　
躍

　
懸
灘
灘
懸

　
澱
懸
灘
縢

雛

㎜

繍
灘
懸
雛
欝
　
襯

懸
灘
灘
灘
膿
　
欄

懸
雛
懸
懇
繍

　
　
　
　
　
椰

　
　
　
　
　
継
、
襯

　
　
　
　
　
　
麗

猶
穣
繊
雛
雛

榊撚鐵
鑓
鐵
懸
欝
鎌
　
護

雛
雛
　
・
異
懸

　
　
　
　
　
撚

穫
雛
篠
饗
灘
鐵
　

　
　
　
　
　
　
熱

　麟灘㈱㈹

磁

昏

糊
学

亀

蓼

、
　
　
鉢

攣

交
．
協
■
．
　
（

脚

嶺
．
娩

議・

γウ

藝
，　鍵

騒　　　　噌　　　鍍
　　　グ

　　獲

　　　癒　鋲

　i為
難

、’唖

纒
■
輪

翻醐

櫨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　　　　　　　　　　祝賀会に参列した59人のみなさん　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●一曹一甲6。一。薗。曹一一。一畢一。一”一一甲・一甲一一一一一。。一一薗一一一。一一一9一一，一．一一。一一，一一一一一一q。一一9脚一一一一＿騨傳一。一一甲一撃り一一。一車一一＿一一甲一一一一。＿。一一＿甲・一一一9一，甲騨り一一一一。一一一一一。曹一一一一●。－卿甲印甲一一一一一一り。＿一り一”一，”甲＿，一甲一6＿一一一一一。。一。一，一一一1

　
め
で
た
く
喜
寿
を
迎
え

ら
れ
た
七
十
七
人
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
　
（
敬
称
略
）

星
野
サ
ヨ

富
田
　
イ
シ

丸
山
　
正
平

大
渓
不
二
男

高
橋
　
ク
マ

石
沢
理
平

南
雲
　
き
み

高
橋
　
米

春
日
喜
平

柄
沢
　
ツ
ル

福
崎
具
楽
治

中
条
　
キ
ミ

星
名
正
一

清
水
　
キ
ク

数
藤
ト
ヨ

櫃
問
　
ミ
チ

星
名
美
与
志

星
名
　
タ
ケ

高
橋
　
ハ
ル

村
山
ヨ
キ
ノ

丸
山
伊
勢
松

高
橋
仁
太
郎

高
橋
義
夫

大
海
達
雄

蔵
品
リ
ヤ
ウ

　　　伊沖　　木寺学　神　田　上東栄発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電〃〃〃　　〃〃　　校〃社〃中〃　善　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　通　　　友立　　島尾町　町　町　町寺町西

　
　
〃
高
原
田

坪
　
　
山

　
　
〃

霜
　
　
条

　
　
〃

小押中中松川
野木嶋島沢崎
塚
タ吉トイ正ッ
マ明メト治タ

　元　　　上
“町“““

　町　　 野

星小渡内渡押
名川辺山貫木

忠テ直恵林寛
一・イ作雄蔵平

水
品
正
一
郎

小
海
正
太
郎

　
　
〃

新
町
新
田

　
　
〃

丸
山
重
太
郎

田
口
久
太
郎

　
　
〃

下
平
新
田

　
　
〃

三
領小
根
岸

木
　
　
落

須小岡田清永山小圧
藤幡島中水井家山r
　　　　　　　　ク
茂キ盛イハマケハオ
ーヨ治マナツンル則

　　　仁寺
〃〃〃　ケ〃〃〃〃
　　　田崎

丸丸丸滋滋五野野五野滝野
山　山　山里予里予十7尺沢十沢井7尺
　　　　　嵐　　嵐
正セ権利ミ熊音クト熊トセ
平ツ吉勝キ蔵吉ニメ雄ノツ

下根原　　　　　　　　野
　　　〃　 〃　 〃　 〃　 〃　 〃　 〃　 〃

原深田　　　　　　　　 口

南
雲
イ
ト

南
雲
　
チ
ヨ

小
林
寿
平

小
林
セ
キ

高
野
キ
ョ

増
田
壮
吉

増
田
正
一
郎

中
仙
田

　
　
〃〃〃〃

室
　
　
島

江桐中中登高青高茂埋
口生条条坂橋木橋野圧
　　チ　 リ　　　　　正
キ昌サ秀ヤタノハ正一
ヌ平ノ雄ウヨブナ雄良1

小大大　岩赤田高
白白　“　　　　〃〃

倉倉倉　瀬谷戸倉
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昭
和
六
十
一
年
二
月
、
百
二
十
歳

の
大
往
生
を
と
げ
た
鹿
児
島
県
徳
之

島
の
泉
重
千
代
翁
は
「
人
間
と
お
て

ん
と
さ
ま
は
ナ
ワ
で
結
ば
れ
て
い
る
。

そ
の
ナ
ワ
が
切
れ
た
時
が
人
間
の
死

だ
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　
泉
さ
ん
は
怒
る
時
は
激
し
く
怒
り
、

う
れ
し
い
時
は
素
直
に
喜
ん
だ
そ
う

で
す
。
そ
し
て
カ
ラ
ッ
と
し
た
性
格

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
長
寿
を

支
え
て
き
た
も
の
の
一
つ
に
「
女
性

へ
の
つ
き
な
い
興
昧
が
あ
っ
た
」

近
親
の
人
は
話
し
て
い
ま
す
。

と

　
百
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
物
集
高
量

（
も
ず
め
・
た
か
か
ず
）
さ
ん
は
、

百
歳
に
し
て
な
お
、
　
「
長
生
き
す
る

に
は
恋
っ
て
の
が
一
番
い
い
も
ん
で

す
。
恋
を
す
る
と
身
内
か
ら
熱
く
こ

み
あ
げ
て
く
る
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
。

あ
れ
が
い
い
ん
で
す
よ
」
　
「
女
性
は

太
陽
で
す
」
と
、
情
熱
的
に
語
っ
て

い
ま
す
。

　
半
世
紀
も
正
則
学
院
高
校
の
校
長

を
勤
め
た
今
岡
信
一
良
さ
ん
は
「
私

が
百
二
歳
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
の
は
、

六
十
歳
ま
で
は
準
備
期
間
で
六
十
か

ら
が
本
当
の
人
生
だ
と
い
う
こ
と
で

す
」
。
「
人
間
に
は
長
寿
の
ほ
か
に
、

い
ま
の
一
瞬
を
永
遠
に
生
き
る
長
生

き
が
あ
る
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

（
糊
黙
翻
藷
編
日
）

カご皿
一6月21日一

六
月
二
十
一
日
、
君
県
知
事
が
県

の
リ
ゾ
ー
ト
特
定
地
域
に
指
定
さ
れ

て
い
る
地
域
を
視
察
し
ま
し
た
。

町
職
員
が
出
迎
え
る
中
、
役
場
前

に
十
時
三
十
分
こ
ろ
到
着
、
早
速
、

J
R
千
手
発
電
所
の
上
に
あ
る
古
峰

神
社
前
か
ら
、
六
十
六
年
に
竣
工
予

県知事に建設状況を説明する南雲町長

定
で
橋
脚
四
基
が
完
成
し
た
、
新
十

日
町
大
橋
（
仮
称
）
の
建
設
状
況
を

視
察
し
ま
し
た
。

　
一
日
で
、
中
魚
沼
、
十
日
町
市
、

南魚

沼
の
各
地
区
を
視
察
す
る
と
い

っ
た
強
行
な
日
程
の
た
め
、
あ
わ
た

だ
し
く
十
日
町
市
に
向
い
ま
し
た
。

贔雛聾蘇蛾

巡

　
六
月
二
十
日
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

町
租
税
教
育
推
進
懇
談
会
（
会
長
”

南
雲
町
長
）
の
設
立
総
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
児
童
・
生
徒
や
成
人
各

層
か
ら
、
税
に
対
す
る
正
し
い
知
識

と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
税
務
署
、

財
務
事
務
所
な
ど
国
・
県
の
関
係
機

関
を
始
め
、
教
育
委
員
会
、
教
育
振

興
会
、
中
学
校
、
高
校
の
ほ
か
、
農

協
、
商
工
会
な
ど
の
代
表
者
ら
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
租
税
教
育
用
教
材
の
提
供
、
作
文

標
語
の
募
集
、
租
税
教
室
の
開
催
な

ど
を
主
な
行
事
と
し
て
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
県
内
で
は
、
同
じ
組
織
が
板
倉
町

　
（
中
頚
）
　
巻
町
（
南
蒲
）
　
下
田

村
（
同
）
　
横
越
村
（
中
蒲
）
　
小

須
戸
町
（
同
）
　
加
茂
市
の
六
市
町

村
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。



∂●◎◎

　　な

づき

▲　全校児童の紅白戦による大玉送り競争（上野小運動会6．5）

▲　4年生から6年生までの騎馬戦　（仙田小運動会6．5）

■
q
編
・

▼

騨
難

少年野球大会始球式で投球する南雲町長
　（庚塚運動場　6．12）

繍

扉繋輸1・

く1選手宣誓する

　「おはようチーム
　（上野）」

　古沢由枝さん
（ソフトボール婦人

　大会中子運動場
　6．19）

260人が参加した

歩けあるけ大会
（総合センターから

　松葉荘6．19）

▼

　
　
　
捧



響　　灘 璽
響
餐
驚

響

み

▲全校児童14人8家族32人による家族リレー（白倉小・白倉区運動会6．12）

　　▼5年男子100メートル走　（千手小運動会　6．7）

繍瞭灘 購

灘

　　》

　ボ1
　1、年

　ル生
　橘おか
小くら

運り3
動競年灘
会争生
　　ま縫辮一
6　で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

7　の灘懸購
）　　　　　灘灘　　　　　　灘㈱i

　　　　馨　　　　蝋
　　　　　　　　　縫灘　　騰講

▼郡市バスケットボール大会で優勝した川中男子チームの攻撃

　　　　　　　　（総合体育館　6．22）
▲24チーム250人が参加した夜のフレッシュバレー大会

　　　　　（総合体育館　6．22）

▼39チーム300人が参加したゲートボール大会
　　　　　（川中グランド　6．15）
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川
酉
郷
の
農
地
改
革
（
最
終
回
）

鑛
覆
の
馨
遜
選
擬
業
饗

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

　
昭
和
十
七
年
に
「
食
糧
管
理
法
」

が
制
定
さ
れ
る
と
、
食
糧
の
生
産
・

流
通
・
価
格
の
安
定
・
売
買
・
消
費

の
す
べ
て
を
国
家
が
管
理
す
る
。
主

要
食
糧
で
あ
る
米
の
統
制
は
強
化
さ

れ
、
農
家
は
自
家
用
を
除
い
た
米
の

全
部
を
政
府
に
売
り
渡
す
こ
と
に
な

り
、
自
由
販
売
は
禁
止
さ
れ
る
。

　
十
八
年
に
「
農
業
団
体
法
」
が
成

立
し
、
翌
十
九
年
に
町
村
農
業
会
が

発
足
す
る
。
役
場
で
事
務
を
執
り
、

明
治
三
十
二
年
か
ら
農
事
改
良
や
農

政
の
浸
透
を
は
か
っ
て
き
た
町
村
農

会
と
、
全
国
組
織
で
手
を
つ
な
い
で

き
た
産
業
組
合
が
合
併
す
る
の
で
あ

る
。
農
業
会
は
、
戦
局
が
悪
化
す
る

中
で
食
糧
の
増
産
と
供
給
を
受
け
持

ち
、
戦
後
も
、
困
難
な
主
要
食
糧
の

確
保
と
配
給
に
ほ
ん
走
す
る
。

農
業
織
禰
維
登
⑳
誕
盤

　
二
十
二
年
に
「
農
業
協
同
組
合
法
」

が
で
き
る
と
、
農
業
会
は
官
制
的
な

団
体
で
、
二
年
間
も
戦
争
に
協
力
し

た
と
い
う
廉
で
解
散
さ
せ
ら
れ
る
。

新
生
日
本
の
名
の
も
と
で
、
主
権
在

民
を
原
則
に
組
織
さ
れ
る
農
業
協
同

組
合
が
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。

　
川
西
郷
で
は
、
四
力
町
村
と
も
農

地
改
革
が
緒
に
つ
い
た
二
士
二
年
春

に
設
立
総
会
を
開
き
、
千
手
町
と
橘

村
の
農
業
協
同
組
合
が
四
月
に
、
上

野
村
と
仙
田
村
の
農
業
協
同
組
合
が

五
月
に
設
立
を
認
可
さ
れ
る
。
運
営

の
か
な
め
と
な
る
理
事
を
組
合
員
の

投
票
で
選
び
、
決
意
も
新
た
に
う
ぶ

声
を
あ
げ
る
こ
の
組
合
は
、
戦
後
の

民
主
的
な
農
村
づ
く
り
と
、
農
業
の

近
代
化
に
画
期
的
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
に
な
っ
た
。

　
当
初
の
農
業
協
同
組
合
は
、
配
給

物
資
の
確
保
が
大
事
な
業
務
の
一
つ

で
あ
っ
た
が
、
米
の
増
産
に
す
べ
て農協本所（上野店）

を
か
け
、
有
能
な
技
術
員
が
県
の
普

及
員
と
タ
イ
・
ア
ッ
プ
し
て
指
導
に

東
奔
西
走
す
る
。
そ
の
結
果
、
稲
作

技
術
は
年
を
追
っ
て
向
上
し
、
米
多

収
穫
競
進
会
や
優
良
品
種
の
品
評
会

な
ど
が
盛
ん
に
催
さ
れ
、
早
場
米
を

出
す
篤
農
家
が
多
く
な
る
。
牛
、
ヤ

ギ
、
豚
、
ウ
サ
ギ
、
鶏
の
飼
養
農
家

が
ふ
え
、
鶏
卵
の
出
荷
量
が
驚
異
的

に
増
加
し
て
い
く
。

糞
糧
難
灘
撚
類
蜂
魏

　
二
十
年
代
初
期
の
農
耕
形
態
は
、

ほ
と
ん
ど
昔
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

耕
土
や
運
搬
は
牛
馬
が
主
役
で
、
大

半
の
農
家
は
人
力
に
頼
る
き
つ
い
農

作
業
で
あ
っ
た
。
座
談
会
で
、
労
働

力
の
調
和
や
合
理
的
な
農
業
経
営
を

話
し
合
っ
て
も
、
　
「
嫁
や
せ
て
め
で

た
く
終
わ
る
田
植
え
か
な
」
で
、
た

え
ず
女
衆
が
泣
い
た
時
代
で
あ
る
。

　
二
十
年
の
秋
は
、
稲
刈
り
前
を
大

豪
雨
に
見
舞
わ
れ
て
平
年
の
半
作
と

な
る
。
疎
開
や
復
員
者
で
ム
ラ
に
は

人
が
溢
れ
た
が
、
米
が
無
く
て
イ
モ

類
が
主
食
の
座
に
着
き
、
サ
ツ
マ
イ

モ
の
つ
る
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ダ
イ
コ

ン
の
葉
で
飢
え
を
し
の
ぐ
。
公
定
価

格
で
一
升
（
約
丁
五
キ
ロ
）
二
円

七
六
銭
の
米
が
、
や
み
値
で
三
五
円

も
し
た
。

　
二
十
一
年
に
入
る
と
、
政
府
か
ら

供
出
米
の
強
い
要
請
が
あ
り
、
ど
こ

の
町
村
も
個
人
へ
の
割
り
当
て
が
難

航
す
る
。
そ
ん
な
世
相
下
で
、
上
野

村
が
中
魚
二
ニ
カ
町
村
の
ト
ッ
プ
を

切
っ
て
割
当
米
を
実
施
し
、
千
手
町

が
上
野
に
続
い
て
内
外
か
ら
称
賛
さ

れ
る
。
二
十
二
年
を
迎
え
て
も
、
主

食
の
遅
配
、
欠
配
は
な
お
き
び
し
く
、

役
場
や
農
協
は
、
栄
養
失
調
者
や
欠

食
児
童
へ
の
対
応
に
苦
慮
す
る
。

肉
繰
鑛
蒙
蒸
轟
瓢
機
活
気

　
千
手
町
、
上
野
村
、
橘
村
、
仙
田

村
は
、
農
地
解
放
で
多
く
の
自
作
農

家
が
創
設
さ
れ
て
、
ム
ラ
に
活
気
が

み
な
ぎ
り
、
昔
な
が
ら
の
農
業
が
徐

々
に
近
代
化
に
向
か
っ
て
い
く
。

　
二
十
三
年
に
松
葉
沢
た
め
池
が
完

成
す
る
と
、
上
野
村
と
千
手
町
の
水

田
六
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
う
る
お
い
、

こ
の
大
事
業
を
契
機
に
土
地
改
良
の

気
運
が
四
力
町
村
に
広
が
る
。
二
十

六
年
に
は
長
福
寺
沢
と
坪
山
沢
の
貯

水
池
が
増
設
さ
れ
、
橘
村
は
五
升
苗

た
め
池
の
か
さ
上
げ
に
目
が
向
く
。

仙
田
村
で
は
、
農
地
解
放
後
の
課
題

で
あ
っ
た
、
一
七
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

農
地
交
換
分
合
が
実
施
さ
れ
る
。

　
農
業
の
機
械
化
も
、
加
速
度
的
に

進
行
す
る
。
二
十
七
年
に
根
深
の
丸

山
益
一
郎
氏
が
始
め
て
耕
運
機
を
使

用
し
、
二
十
八
年
に
は
木
落
で
耕
進

会
が
組
織
さ
れ
、
二
十
九
年
に
は
各

集
落
に
耕
運
機
を
共
同
利
用
す
る
グ

ル
ー
プ
が
生
ま
れ
る
。
三
十
年
に
は

上
野
村
の
山
家
音
平
氏
が
耕
運
機
利

用
組
合
の
結
成
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

藻
、
業
綴
遊
鶉
灘
織

　
新
潟
川
西
農
協
の
上
村
晴
夫
氏
は
、

二
十
年
代
に
お
け
る
川
西
郷
の
農
業

近
代
化
を
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。

　
「
農
業
会
が
農
協
に
衣
が
え
し
た

年
、
県
が
設
置
し
た
農
業
改
良
普
及

員
や
生
活
改
善
普
及
員
と
、
農
業
技

術
の
革
新
に
力
を
入
れ
始
め
た
。
二

十
四
年
の
春
、
高
田
農
事
試
験
場
で

保
温
折
衷
苗
代
が
発
表
さ
れ
る
と
、

人
々
は
水
苗
代
の
苦
労
か
ら
解
放
さ

れ
る
。
二
十
六
、
七
年
は
養
蚕
の
最

盛
期
、
二
十
八
年
に
電
床
育
蚕
方
式

が
採
用
さ
れ
て
、
雅
飼
い
を
電
熱
で

や
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
う
し
た
技
術
革
新
を
追
い
か
け
る

よ
う
に
、
二
十
九
年
あ
た
り
か
ら
葉

タ
バ
コ
の
栽
培
が
盛
ん
に
な
り
、
三

十
年
に
は
耕
作
農
家
四
三
八
戸
、
栽

培
面
積
四
四
八
○
ア
ー
ル
の
飛
躍
的

な
伸
び
を
示
し
た
。
」

　
戦
後
の
十
年
間
、
川
西
郷
の
農
民

は
、
農
業
の
近
代
化
と
経
営
の
合
理

化
を
模
索
し
な
が
ら
、
民
主
的
で
豊

か
な
新
農
村
の
建
設
に
と
り
く
ん
で

き
た
。
こ
の
活
力
は
農
地
改
革
が
源

泉
で
、
自
作
農
家
と
な
っ
た
意
欲
が
、

た
め
池
の
造
成
や
農
地
の
交
換
分
合

に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
パ

ワ
ー
が
、
川
西
町
の
誕
生
を
き
っ
か

け
に
、
広
い
田
原
の
ほ
場
整
備
に
向

け
て
爆
発
す
る
の
で
あ
る
。
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’∫〉

る

書

4月4日発

さ
ノ
ん

一
枚
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

　
　
ふ
る
き
と
め
ぐ
り

神
奈
川
県
大
和
市

　
「
広
報
か
わ
に
し
」
三
月
号
に
入

っ
て
い
た
松
葉
荘
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

か
ら
、
思
い
も
か
け
ず
雪
の
故
郷
に

清
遊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
弥
彦
神
社
、
日
本
海
の

観
光
を
し
、
海
の
幸
を
昧
わ
い
、
い

よ
い
よ
川
西
入
り
、
同
行
の
友
の
要

望
で
、
上
野
の
内
山
織
物
様
ま
で
お

じ
ゃ
ま
し
、
紬
（
つ
む
ぎ
）
の
出
来

る
ま
で
の
お
話
を
伺
い
、
実
際
に
織

照■1軋階脚脳

43年振りにスキーをはいた鑓田さん（右）

　　　　　一3．25野口で一

嚢

　
　
鑓
田
キ
ヨ
ヱ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
野
口
出
身
）

っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
友
は
大
感
激
で
し
た
。

そ
し
て
、
松
葉
荘
ま
で
送
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

　
さ
て
、
目
指
す
松
葉
荘
は
、
国
道

を
入
り
走
る
こ
と
数
分
、
な
ん
と
山

間
に
一
軒
オ
シ
ャ
レ
に
建
っ
て
い
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！
　
白
い
雪
の

中
に
白
い
建
物
！
清
楚
（
せ
い
そ
）

と
は
こ
の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
！
　
植
木
の
根
元
に
は
フ
キ
ノ
ト

ウ
が
五
つ
六
つ
芽
を
出
し
て
い
ま
し

た
。　
職
員
の
方
々
は
明
る
く
迎
え
て
く

だ
さ
り
、
お
部
屋
も
暖
め
て
あ
り
ま

し
た
。
早
速
、
お
ふ
ろ
に
行
く
と
ジ

エ
ッ
ト
ぶ
ろ
？
湯
は
ゴ
ト
ゴ
ト
音
を

た
て
て
盗
れ
て
い
ま
し
た
。
山
側
一

面
の
ガ
ラ
ス
の
向
こ
う
に
は
早
春
の

雪
景
色
が
！
　
尾
根
に
は
松
が
一
列

に
並
ん
で
、
そ
の
素
清
ら
し
さ
は
絵

よ
り
も
写
真
よ
り
も
美
し
い
風
景
で

し
た
。

　
夕
食
に
は
フ
キ
ノ
ト
ウ
や
タ
ニ
シ

な
ど
の
料
理
も
並
ん
で
、
私
た
ち
を

喜
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。
実
家
の
弟
や

姉
妹
も
来
て
く
れ
、
一
緒
に
食
事
を

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
慢
の
の
ど
を
聞

か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
親
切
に
お

は
し
袋
に
「
天
神
ば
や
し
」
　
「
川
西

音
頭
」
　
「
川
西
小
唄
」
が
あ
り
「
佐

渡
お
け
さ
」
の
お
ま
け
も
つ
き
ま
し

た
。
友
の
喜
ん
だ
こ
と
と
い
っ
た
ら

…
…
私
の
鼻
も
ピ
ク
ン
と
し
た
よ
う

で
し
た
。
で
も
、
十
時
は
す
ぐ
来
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
朝
は
八
海
山
の
御
来
光
を
！
　
と

思
っ
て
い
る
う
ち
（
五
時
こ
ろ
か
ら

待
っ
て
い
た
の
に
）
気
が
つ
い
た
ら

だ
い
ぶ
上
で
し
た
。
で
も
、
南
の
国

か
ら
の
か
わ
い
い
花
嫁
さ
ん
た
ち
に

お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
九
時
に
松
葉
荘
の
方
に
送
ら
れ
て

野
口
の
実
家
に
寄
り
、
八
海
山
を
背

に
ス
キ
ー
姿
で
記
念
写
真
を
撮
り
、

家
に
入
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
静
け

さ
、
冷
た
く
澄
ん
だ
部
屋
の
空
気
に

友
は
驚
い
て
息
を
飲
み
、
つ
く
づ
く

こ
れ
が
雪
国
な
の
ね
ー
　
と
生
ま
れ

て
初
め
て
の
雪
国
に
目
を
見
張
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
外
の
雪
を
見
て

「
こ
れ
上
か
ら
下
ま
で
全
部
雪
な
の

本
当
に
。
こ
ん
な
に
雪
が
あ
る
の
に

だ
れ
も
ス
キ
ー
や
ら
な
い
の
？
も

っ
た
い
な
い
ー
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
帰
り
は
ま
た
妹
か
ら
湯
沢
ま
で
送

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
八
箇
峠
の
下

り
道
、
百
八
十
度
広
が
る
雪
山
の
大

パ
ノ
ラ
マ
。
ス
キ
ー
場
の
灯
の
美
し

い
こ
と
ま
さ
に
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
！

雪
国
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
で
す
が
、

こ
れ
ほ
ど
感
動
し
た
の
は
初
め
て
で

す
。
こ
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
松
葉
荘
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
あ
り

が
と
う
。
そ
し
て
、
故
郷
の
皆
さ
ん

自
然
を
こ
の
美
し
い
土
地
を
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

松
葉
荘
の
利
用

1日平均

　
遠
く
離
れ
て
い
る
方
々
、
一
度
ぜ

ひ
松
葉
荘
に
泊
ま
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
春
、
夏
、
秋
も
き
っ
と
き
っ
と

美
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
上
弦
の
弥
生
の
月
や
松
葉
荘

　
友
と
と
も
に
、
今
日
も
地
域
の
医

療
に
精
出
し
て
い
ま
す
。
と
き
ど
き

新
潟
の
思
い
出
話
を
し
な
が
ら
－
：
…

来年は

友
の
故
郷
瀬
戸
大
橋
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

宿
　
　
泊
　
8
人

休
憩
貸
室
34
人

　
町
の
休
養
施
設
「
松
葉
荘
」
で
は
￥
六
十
二
年
度
中
の
利
用
状
況
を
ま
と

め
ま
し
た
。
宿
泊
客
は
、
八
月
の
五
四
八
人
を
最
高
に
年
間
二
、
五
『
○

人
（
月
平
均
二
『
○
人
）
と
な
り
ま
し
た
。
休
憩
・
貸
室
で
は
、
年
間
一
〇
、

四
『
九
人
（
月
平
均
八
六
八
人
）
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
、
開
館
当
時
（
五
十
八
年
）
の
盛
況
と
は
比
較
に
な
り
ま
せ
ん

が
．
こ
こ
数
年
￥
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
の
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭和62年度松葉荘利用状況
　　　　　　　　　　　　（単位：人）

区
域
別

4
～
6
月

7
～
9
月

10

～
1
2
月

1
～
3
月

計

割
合
（
％）

宿
　
　
　
泊

町　内 120 75 27 74 296 12

郡市内 81 75 137 121 414 16

県　内 121 380 243 150 894 36

県　外 245 463 132 66 906 36

計 567 993 539 411 2，510 100

休
憩
・
貸
室

町　内 1，481 1，182 2，224 1，041 5，928 57

郡市内 1，057 736 730 504 3，027 29

県　内 291 428 410 163 1，292 12

県　外 9 88 69 6 172 2
計 2，838 2，434 3，433 1，714 10，419 100
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ξ　7月12日（火）午前9時～正午
　　　　の　　
㌧穐融聖，、、，、，　　縣騨

心配ごと相談
7月17日（日）・・…克雪センター

　　24日（日）・…・総合センター

　　31日（日）・…●　　”

8月7日（日）…・・上野コミセンター

　　14日（日）…・・橘コミセンター

時間は、午後1時～3時です。

一行政相談一
7月20日（水）午後1時～3時

　橘コミセンター

相談員は、滋野サダさんです。

r……移動交通事故相談・…・・
　　　　　　　　　　　　　ロロ

　　　　　　　　　　　　　ロi8月1日（月）十日町市役所　l
i受付は、午前10時～午後2時　i
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

　　　　県民芸術祭文芸部門作品
　　　　　　募　集　要　領
　　　　　　　締切り10月8日（土）
種　目　　　　　　　　　　　i　＊川柳　河口　弘（新潟川柳

　　　　　　　　　　　　コ＊小説　400字詰原稿用紙50i　　　　　　　　　文芸社客員）
　　　　枚以内　　　　　　　i　　　　　諸橋　易（新潟日報

＊詩　　400字詰原稿用紙4　i　　　　　　　　　　川柳選者）
　　　　　　　　　　　　じ　　　　枚以内、現代詩　　　i　　　　．出
　　　　　　　　　　　　i応募上の注．思、
＊短歌　1人5首　　　　　1
＊俳旬1人5旬　　　1　①400字詰原稿用紙に黒イ
＊川柳1人5句　　i　ン久黒症ルペン書き・
　　　　　　　　　　　　i　②応募原稿1枚目に次のこ
県内在住者はどなたでも可　　i　　とを記入する。
（小・中・高の児童、生徒は除く）i　　・応募種目明記。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

審査員　　　　　i　●郵騒号・住所・氏名（ぺ
＊．」、説　田中栄一（新大教授）i　　　　ン不一ムの場合は本名を

　　　　清田文武（〃）i　O書き）・遡・年齢・職業・
　　　　＿　　　　　　　　　1　　　電話番号を記入。
＊詩　　斥田正敏（日本現代　i
　　　　　　　　詩人会員）i　　・2枚目から本文を書く・
　　　　　　　　　　　、i　③1種目1編、1人2種目
　　　　経田佑介（県現代詩i
　　　　　　　　人会員）i　以内・　　　、
　　　　　　、　　　　i　④応募の際、あて先明記の
＊短歌　中山礼治（現代歌人　1　　　一
　　　　　　　　協会会員）i　　返信用葉書を同封すること・

　　　　　　　　　　　　こ　　　　押見虎三二（新大名誉　i
　　　　　　　　教授）　　i　あて先
＊俳旬　佐蔭野火男（県俳旬作　i　　〒950新潟市新光町4－1

　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　家協会長）i　新潟県教育庁文化行政課あて
　　　　村山砂田男（日本俳文　i　　封筒表面にr県民芸術祭文
　　　　　学会、俳人協会会員）　　芸作品応募原稿」と朱書する・
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■
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●

し

ニ

i2▽ッψ

中
屋
敷
ワ
佐
藤
　
稔
さ
ん

り
　
　
　
裕
子
さ
ん

　
　
　
　
（
十
日
町
市
か
ら
）

そ
ん
な
に
結
婚
難
？

ワ
最
近
報
じ
ら
れ
た
国
際
結
婚
の

こ
と
を
見
て
、
初
め
て
厳
し
い
現
状

と
知
り
ま
し
た
。
結
婚
を
意
識
し
始

め
た
の
は
二
十
歳
こ
ろ
で
、
単
な
る

感
情
的
な
も
の
で
し
た
。
三
十
歳
に

な
っ
て
か
ら
は
、
「
回
り
の
状
況
か

ら
、
ど
う
し
て
も
せ
ざ
る
を
得
な
い
」

と
い
っ
た
気
に
な
り
ま
し
た
。

り
　
十
日
町
に
は
若
者
が
大
勢
い
る

の
で
、
結
婚
難
な
ど
は
感
じ
ま
せ
ん

で
し
た
。
彼
と
一
緒
に
な
っ
た
の
も

ご
く
自
然
に
お
互
い
を
理
解
し
あ
え

た
こ
と
か
ら
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
チ
ャ
ン
ス
が
大
切

り
　
き
っ
か
け
は
十
日
町
で
月
一
回

開
か
れ
て
い
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

パ
テ
ィ
ー
」
と
い
う
会
で
す
。
こ
の

会
で
は
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
て
、

自
由
な
テ
ー
マ
の
情
報
を
、
全
員
が

発
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
交
換
し
て

い
ま
す
。
彼
女
は
去
年
の
夏
こ
ろ
か

ら
顔
を
見
せ
ま
し
た
。
発
言
す
る
こ

と
ば
に
注
目
し
、
考
え
方
が
ど
こ
か

似
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

り
　
私
は
、
会
社
の
上
司
に
誘
わ
れ

て
数
回
パ
テ
ィ
ー
に
出
て
み
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
、
彼
を
意
識
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
の
仲
間

と
テ
ニ
ス
に
行
く
約
束
で
、
参
加
し

て
み
た
ら
彼
と
二
人
き
り
で
し
た
。

彼
の
コ
ー
チ
ぶ
り
に
と
て
も
感
激
し
、

進
展
し
ま
し
た
。

　
夢
の
よ
う
な
新
生
活

ワ
勤
め
が
十
日
町
の
た
め
、
ど
う

し
て
も
活
動
先
が
向
う
に
な
り
ま
す
。

地
元
に
い
る
同
級
生
た
ち
は
、
地
域

の
た
め
に
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
し
て

く
れ
て
頭
が
下
が
る
気
持
ち
で
す
。

り
　
彼
が
設
計
し
、
改
装
し
た
新
居

と
イ
ン
テ
リ
ア
の
中
で
、
両
親
と
の

新
生
活
は
夢
の
よ
う
で
す
。
休
日
に

は
趣
昧
の
版
画
や
手
芸
、
料
理
の
腕

を
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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塵息
姜
目

●

￥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
一
般
寄
付

小
林
勇
一
（
中
仙
田
）
　
　
三
万
円

丸
山
秀
二
（
十
日
町
市
）
七
十
万
円

　
広
報
発
行
に

野
村
ス
イ
（
横
浜
市
）

小
林
和
子
（
調
布
市
）

茂
野
與
吉
（
新
潟
市
）

高
橋
周
治
（
松
戸
市
）

一
万
円

五
千
円

一
万
円

一
万
円

雨
、
雪
、
洪
水
…

　
　
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ

　
六
月
一
日
か
ら
役
場
三
階
に
、
河

川
の
水
位
や
降
雨
予
想
地
域
な
ど
の

情
報
を
と
ら
え
る
専
用
端
末
機
が
置

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
財
団
法

人
河
川
情
報
セ
ン
タ
ー
が
流
し
て
い

る
情
報
を
必
要
に
応
じ
て
と
ら
え
、

水
害
防
止
や
河
川
管
理
に
役
立
て
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
と
の
賃
借
契
約
料
は

月
十
二
万
五
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

6月1日、受信開始のスイッチを入れ
　　　　　　担当の説明を聞く南雲町長

＝
…
≡
…
≡
一
≡
＝
≡
≡
≡
≡
一
一
≡
≡
…
≡
…
一
＝
≡
≡
…
≡
≡
一
≡
＝
＝
≡
＝
一
…
一
…
≡
＝
…
≡
≡
一
…
一
…
…
一
≡
一
＝
＝
…
…
…
＝
一
＝
＝
＝
…
一
…
…
一
≡
≡
≡
＝
＝
＝
≡
一
…
≡
…
≡
＝
＝
一
…
＝
＝
≡
一
≡
…
一
一
…
一
…
≡
≡
一
一
≡
≡
…

水
品
（
瑚
）
保
坂
（
湛
）
両
氏
が

河
川
協
会
か
ら
表
彰

　
六
月
七
日
東
京
で
第
四
十
三
回
日
本
河
川
協
会
（
社
団
法
人
1
1
山
本
三

郎
会
長
）
通
常
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
席
上
、
保
坂
次
夫
さ
ん
（
6
8
）

と
水
品
正
一
郎
さ
ん
（
7
5
）
が
、
地
域
水
防
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

水
品
さ
ん
の
略
歴

響
）
覇
堤
防
水
害
予
防
組　

ん
欝
さ
　
品
　
水

袈
）
町
河
川
蓬
垂

袈
）
県
河
川
情
報
モ
ニ
タ
ー

保坂さん

珊
聾
町
河
川
愛
護
会
長

『
0
　
　
　
つ
⊥

盤
）
信
濃
川
藍
賀

保
坂
さ
ん
の
略
歴

撒
）
鞍
水
害
予
防
組
合

2303
一
81
）
町
水
害
予
防
組
合
理
事

05昴
．
襯
）
町
河
川
愛
護
会
理
事

　
　
　

75
●
2
1
）
同
副
会
長

砺
幻

椰
．
剤
）
信
濃
川
堤
防
監
視
員

7
●
2

獅
＠
町
河
川
愛
護
会
長

・一（わんきん

ち～
　
　
く
　
し

’

こ
ん
な
と
き

（
も
」

こ
ん
な
年
金
が

受
け
ら
れ
ま
す

・∫響

弓’姫

毯己、

㌣
年

眠
．

　
全
国
民
に
共
通
の
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
と
い
う
、
新
し
い
制
度
が
六

十
｝
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
だ
れ
も
が
六
十
五
歳
に
な
れ
ば
老

齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
に
は
老
齢
基
礎
年

金
だ
け
で
な
く
、
若
く
し
て
障
害
者

に
な
っ
た
と
か
不
幸
に
し
て
一
家
の

大
黒
柱
を
な
く
し
た
よ
う
な
と
き
、

次
の
給
付
も
あ
り
ま
す
。

　
障
害
基
礎
年
金

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
間
に

病
気
や
け
が
で
障
害
者
と
な
っ
た
人

は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ

ば
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
原
則
と
し
て
、
国
民
年
金
加
入
者

が
障
害
者
と
な
っ
た
と
き
に
支
給
す

る
も
の
で
す
が
、
六
十
歳
以
上
で
保

険
料
を
納
め
な
く
な
っ
た
あ
と
で
も
、

六
十
五
歳
前
な
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
二
十
歳
前
に
障
害
者
に
な
っ

た
人
は
、
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
か

ら
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
人
に
一
定
の
所
得
が

あ
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
々

遺
族
基
礎
年
金

国
民
年
金
加
入
者
が
亡
く
な
り
、

そ
の
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
子
の
あ

る
妻
、
ま
た
は
、
子
が
受
け
ら
れ
ま

す
。　

寡
婦
年
金

　
国
民
年
金
加
入
者
が
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
権
利
を
満
た
し
た
後

に
死
亡
し
た
と
き
、
そ
の
妻
に
、
六

十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
死
亡
し
た
人
が
障

害
・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
た

と
き
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
死
亡
一
時
金

国
民
年
金
を
三
年
以
上
納
め
た
人

が
、
老
齢
・
障
害
基
礎
年
金
な
ど
を

受
け
ず
に
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
そ

の
遺
族
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
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郎斗顎斗貌斗貌斗7斗

碗

骸＿犠
1月1
籍欝

　　　　　　　　　　4

　　　の憲
　　　　　　　　　　魂

　　　窓鴇
　　　　　　　　　　4
　　　カ・尋

　　　　　　　　　　4
　　　　も　　　　』ヒ》憲

　　　　　　　　　　4

窪1　　　　俸
輸勾争斗

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

ノヘ　　 ハ　　ノヘ

阿田太丸生小
部口嶋山越林
　　零　　＿　隆慧豊幸二
操治子彦子雄

中
仙
田

十
日
町
市
か
ら

朝
日
町

中
里
村
か
ら

木
　
落

十
日
町
市
か
ら

（　　（
富南高星
井雲嶋名
貴　優洋
子勝子一

上田長沖
　中岡
野町市立
　をな
　りり

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

高
橋
　
ミ
サ
81
（
菊

田
村
　
重
則
90
（
一

櫃
間
　
セ
イ
88
（
弘

高
橋
キ
ャ
ウ
9
3
（
文

小
林
カ
ズ
エ
顧
（
正

松
）

策
）

吉
）

夫
）

男
）

小
根
岸

鶴
　
吉

伊
勢
平
治

坪
　
山

中
屋
敷

樋
ロ
マ
ッ
イ
a

（
實
）
田
　
戸

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

登
坂

星
名

小
林

片
桐

あ
や
の
武
夫

綾
乃
弥
生
長
女

誘
称
で
男

裟
薪
窟
女

ま
さ
ひ
こ
正
二

真
彦
己
　
二
男

　
　
糸
　
子

岩
　
瀬

沖
　
立

中
仙
田

上
野

小
わ
に
レ

　
　
　
畔
壇

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

〇
一
と
は
づ
み
つ
け
て
除
草
機
押
し
進
む

　
紫
陽
花
の
一
花
大
き
く
地
に
伏
せ
る

　
さ
か
し
ま
に
山
女
魚
の
串
の
炉
に
拉
び

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

○
賜
み
見
る
忘
勿
草
の
小
紫

　
パ
ン
ジ
ー
の
名
札
の
彩
に
咲
き
わ
け
て

　
え
に
し
だ
の
枝
垂
れ
し
だ
れ
て
吹
か
れ
お
り

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
石
平

　
雷
雲
の
広
が
り
速
き
梅
雨
の
空

　
新
築
の
家
や
さ
つ
き
の
花
ざ
か
り

　
作
柄
を
青
田
の
畦
に
立
ち
て
見
る

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

　
こ
の
あ
た
り
分
水
嶺
か
山
つ
つ
じ

　
大
山
の
空
か
ぎ
り
な
き
薄
暑
か
な

　
川
越
え
て
風
の
匂
い
も
麦
の
秋

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

　
傘
立
て
て
緋
牡
丹
咲
け
り
華
や
か
に

　
蜜
蜂
の
羽
音
せ
わ
し
き
柿
の
花

梅
雨
晴
間
つ
ば
く
ろ
喜
々
と
巣
立
ち
け
り

　
　
　
八
王
寺
市
　
松
浦
　
サ
ク

雨
に
濡
れ
紫
光
る
茄
了
の
色

青
葉
道
故
郷
に
似
た
り
ほ
と
と
ぎ
す

　
　
　
　
　
　
小
脇
，
佐
藤
信
一

ほ
と
と
ぎ
す
山
々
高
く
あ
か
ね
空

父
の
日
に
ぬ
く
き
肌
着
を
贈
ら
れ
し

　
　
　
　
八
王
寺
市
　
田
中
　
ひ
さ

紫
陽
花
の
雨
に
濡
れ
た
る
色
濃
ゆ
く

若
葉
吹
く
風
に
濃
淡
陽
の
光
り

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

満
目
の
沢
の
緑
や
山
ぼ
う
し

　
　
　
　
　
中
仙
田
　
南
　
川
　
子

雨
蛙
鳴
き
て
宵
闇
深
ま
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
原
田
　
池
竹
　
ヨ
シ

見
上
げ
れ
ば
そ
よ
風
に
揺
れ
藤
の
花

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

力
ー
フ
ェ
リ
ー
航
跡
白
く
夏
に
入
る

　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

ず
っ
ぷ
り
と
濡
れ
わ
ら
び
取
り
戻
り
け
り

　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

螢
狩
り
す
る
子
ら
も
な
き
さ
み
し
さ
よ

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
濤

む
ら
さ
き
の
雨
降
り
そ
そ
ぐ
花
あ
や
め

　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
中
島
町
相
沢
鈴
江

草
を
取
る
母
の
背
中
の
ま
ろ
や
か
に

　
　
　
発
電
所
通
り
　
小
川
　
京
子

古
き
池
ひ
っ
そ
り
と
あ
り
木
下
闇

　
　
　
　
　
　
新
町
　
　
万
　
　
柿

秀
高
く
見
上
げ
し
杉
も
夏
木
立

　
　
　
　
　
守
口
市
　
大
久
保
正
作

小
さ
な
る
庭
の
片
隅
ゆ
す
ら
梅

　
　
　
　
　
　
新
町
　
　
西
　
　
浦

空
梅
雨
の
つ
づ
き
し
あ
と
の
俄
雨

　
　
お
　
わ
　
び

先
月
号
で
、
野
沢
幸
は
、
村
越
幸
さ
ん

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
ま
す
。

　　　　投句要領
一締め切り　毎月末日厳守一

1〉はがき1枚に5句前後。1〉題

は特に定めません（当季雑詠）。

》住所、雅号と氏名明記。》役

場内『文書広報係』か、中央町

「太田白南風」あて。》初心者

の投句歓迎。

冷■
蔵食
庫中
を毒
過を
信防
し＿
な》
いつ
　■で

　
高
温
多
湿
な
日
本
の
夏
は
、
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

聞
き
な
れ
た
病
名
な
の
で
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
と
考
え
が
ち
で
す
が
、

集
団
で
発
生
し
た
り
、
あ
る
い
は
種
類
に
よ
つ
て
は
短
時
間
の
う
ち
に

死
亡
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
恐
ろ
し
い
病
気
な
の
で
す
。

　
あ
な
た
の
ご
家
庭
の
台
所
や
食
生
活
は
大
丈
夫
で
す
か
？
　
こ
の
機

会
に
安
全
の
再
点
検
を
お
忘
れ
な
く
！

　
食
中
毒
は
一
年
中
発
生
し
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
七
月
か
ら
九
月
に
か

け
て
が
ピ
ー
ク
で
す
。
こ
れ
は
夏
の

高
温
多
湿
が
大
き
な
原
因
で
す
。
そ

の
う
え
日
本
人
は
、
よ
く
魚
介
類
を

食
べ
る
こ
と
も
原
因
の
よ
う
で
す
。

　
食
品
は
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
き
さ

え
す
れ
ば
絶
対
に
安
全
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
食
中
毒
菌
は
摂
氏
五
度
か
ら
発
生

し
十
度
以
上
に
な
る
と
増
殖
し
は
じ

め
ま
す
。
冷
蔵
庫
内
は
常
に
五
度
以

下
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　
こ
と
に
、
夏
は
冷
蔵
庫
の
ド
ア
を

開
け
る
回
数
が
多
く
な
り
ま
す
。
ド

ア
を
開
け
る
と
庫
内
の
温
度
が
い
っ

ぺ
ん
に
五
度
く
ら
い
上
が
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ド
ア
の
開
閉
は
最
少
限
度

に
と
ど
め
ま
し
ょ
う
。

　
冷
た
い
空
気
は
上
か
ら
下
へ
流
れ

ま
す
。
温
度
に
合
っ
た
食
品
の
配
置

と
詰
め
込
み
す
ぎ
に
注
意
す
る
こ
と

は
、
節
電
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
・
食
中
毒
予
防
と
し
て
忘
れ
羅

て
は
な
ら
な
い
の
が
、
ま
な

板
と
ふ
き
ん
の
消
毒
で
す
。

ま
強
板
に
匡
包
丁
の
切
り
雛

鵬
慰
雛
鉱
効
編
噛
雛

熱
湯
消
毒
だ
け
で
な
く
、
日

光
に
あ
て
て
乾
燥
す
る
こ
と
鰹

が
効
果
的
で
す
．
　
螺

　
　
　
　
　
　
　
　
し




